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本学会の特色
本学会は救急医，脳神経外科医など重症な脳神経疾患を有す
る患者を診療する脳蘇生の専門家集団から構成され，脳蘇生や
脳死について臨床的，基礎的観点から検討する学会である。脳
死は，人工呼吸器の開発と普及に伴い登場した概念あり，人工
呼吸器は，救命目的に開発された医療機器である。現在でも，
全世界で多くの人命が人工呼吸器により救命されているのは疑
う余地のない事実である。このため，脳死の判定は，脳蘇生の
専門家集団により十分な脳蘇生が行われることが大前提である
ことはいうまでもない。
１９９０年に厚生省（当時）により組織された臨時脳死及び臓器
移植調査会（いわゆる脳死臨調）」の１９９２年１月の最終答申を
受けていわゆる臓器移植法案が国会に提出されて１２年目となる
年に，あらためて最新の脳蘇生について討議すべく今回の学術
集会のメインテーマを「脳蘇生のコンセンサス２００６」とし，今
日的な視点で脳蘇生のあり方を指向する構成とした。
脳死と臓器移植の問題を語る上でドナーコーディネーターの
役割は決して無視できない大きな存在である。しかし全国のド
ナーコーディネーターが一堂に会して脳死・脳蘇生について最
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要 旨
第１９回日本脳死・脳蘇生学会 総会・学術集会（会長：奥寺敬 富山大学大学院医学薬
学研究部危機管理医学（救急・災害医学）教授）を平成１８年６月２日と３日の２日間富山
国際会議場にて開催した（図１）。「脳蘇生のコンセンサス２００６」を主題とし今日的な視点
で脳蘇生のあり方を指向する構成とした。またドナーコーディネーター特有の問題点を集
中的に討議する場として「全国ドナーコーディネーター会議２００６in富山」と「救急蘇生
から脳死判定まで」と題した公開セミナーを併催した。
Abstract
The 19 th Annual Meeting of Japan Association of Cerebral Resuscitation & Brain
Death. (President: prof. Hiroshi OKUDERA) was held at Toyama international
conference center in June2 and 3. In this report, we present the characteristics and
result of this meeting.
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新の情報を得るとともに，問題点を集中的に討議する場が存在しない。そこで今回は「全国ドナーコーディ
ネーター会議２００６in 富山」を併催することによりドナーコーディネーター同士，あるいは医師との間での
認識の共有ができる機会を設けた。このまた臨床工学技師，臨床検査技師，看護師を対象とし，より脳蘇生，
脳死を理解するための公開セミナーを併催した。
本学会の実績
UMIN を通じて演題募集を行ったところ３７題の応募があり一般演題として採用した（図２）。一般演題で
は脳死・脳蘇生に関する基礎的，臨床的な検討が口演にて発表され活発に討議された１）。本学術集会終了後
に一題の発表が演者より取り下げられるというハプニングもあったが，これも真剣かつ活発な討議の賜物で
あったとも言える。本学術集会のメインテーマでもある「脳蘇生のコンセン
サス２００６」と題したパネルディスカッションでは昭和大学医学部救命救急セ
ンター教授 有賀徹先生の「脳死判定と判定後の対応について―救急医学会
の提言の解説」と題した基調講演に引き続き「新しい心肺蘇生のガイドライ
ンにおける脳蘇生」，「改訂重症頭部外傷の管理治療のガイドラインについ
て」，「脳蘇生の限界と脳血流停止：超音波検査法を中心に」，「Therapeutic
hypothermia（TH）の現状と展望」，「くも膜下出血における治療実態と分
析」の各テーマで発表され最新の脳蘇生についての討議がなされ一定のコン
センサスを得ることができた（図３）。併催したイベントとしてはイブニング
セミナーとして本学再生医学講座教授二階堂敏雄先生より「再生医学と蘇
生」と題して御講演を賜った。また「全国ドナーコーディネーター会議２００６in
富山」と共催する形で脳死に関して国内有数の一般市民からの調査実績を持
つ NGO 予防医学開発事業団 海渡玲子氏らによる「脳死脳蘇生に於ける一 図２ プログラム
図３ パネルディスカッション 図４ ポスター展示
図５ 公開セミナー
図６ 会員交流会
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般市民参加型教育及び調査から浮上した脳蘇生に対する期待」に関するポスター展示をおこなった（図
４）。コメディカルを対象とした公開セミナーでは「救急蘇生と AED の役割」，「救急現場でのモニタリン
グ」「法的脳死判定の現状と対応（病院設備と平坦脳波測定について）」と３つのテーマについて講演が行わ
れ好評であった（図５）。学会初日終了後に富山全日空ホテルで開催した会員交流会では本学西頭徳三学長
をはじめとした多くの本学関係者に出席を賜り，学会会員および全国のドナーコーディネーターとの間で和
やかに情報交換が行われた（図６）。本学術集会を通して学会参加者１５０名，および公開講座への参加者が２００
名あまりであり地方開催に於る限られた領域の学術集会としては非常に活況を呈した。
本学会の評価
脳蘇生の専門家集団として脳蘇生・脳死に関して最新の知見について活発に討議がなされ有意義な学術集
会となった。また公開講座や「全国ドナーコーディネーター会議２００６in 富山」を併催することにより医師
以外の他職種に開かれた学会となり脳死・脳蘇生問題に関してより幅広い討論が行われたことが本学会の最
大の評価点であると考える。
おわりに
当教室にて主催した第１９回日本脳死・脳蘇生学会 総会・学術集会について報告し，弱化の自己評価と考
察を行った。本学会の開催に際してご支援・ご協力を賜りました関係各位に深甚なる感謝の意を表します。
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